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［開館時間］11時～18時  ○金曜日は19：00まで開館　○入館は閉館の30分前まで
［休館日］月曜日（7月17日をのぞく）、7月18日

［入館料］一般1,200円（1,000円）、高大生 800円（700円）、中学生以下無料
○20名様以上の団体は（　）内の割引料金

○障がい者手帳等ご呈示のかたはご本人および同伴者1名まで無料
［主催］公益財団法人泉屋博古館、公益財団法人櫻谷文庫、BSフジ、ライブエグザム

［後援］港区教育委員会

前期  ｜ 6月3日（土）–6月25日（日）　後期  ｜ 6月27日（火）–7月23日（日）
ただし《寒月》のみ6月3日（土）–6月18日（日）



① 記念講演会
 「木島櫻谷の軌跡・駅路之春の奇跡」
 （要事前申込・要観覧券）

 ［日時］6月3日（土） 14：00～15：00
 ［講師］阿部亜紀氏（（一財）福田美術振興財団学芸員）

② 講演会
 「木島櫻谷の生涯と山水画」
 （要事前申込・要観覧券）

 ［日時］6月25日（日） 14：00～15：30
 ［講師］実方葉子（泉屋博古館学芸部長）

③ シンポジウム
 「櫻谷山水画のレシピ」
 （要事前申込・要観覧券）

 ［日時］7月8日（土） 14：00～16：30
 ［基調講演］ 実方葉子（泉屋博古館学芸部長）
 ［登壇者］ 竹浪遠氏（京都市立芸術大学准教授）
  森光彦氏（京都市京セラ美術館学芸員）
  野地耕一郎（泉屋博古館東京館長）
 ［モデレーター］ 椎野晃史（泉屋博古館東京学芸員）

④ 〈アートwith〉レクチャー
 「美術雑誌の仕事」
 （要事前申込・要観覧券・要参加費）

 ［日時］7月14日（金） 17：30～18：30
 ［講師］柳田康弘氏 （一枚の繪　編集者）

 ［聴講料］500円 

⑤ オウコク・トーク　
 （要観覧券）
 6月17日（土） 14：00～15：00 

 椎野晃史（泉屋博古館東京学芸員）
 7月15日（土） 14：00～15：00 

 野地耕一郎（泉屋博古館東京館長）
 ※当日11時より整理券配布（定員になり
 次第、締め切らせていただきます）。

［アクセス案内］　
● 東京メトロ・南北線「六本木一丁目」駅下車　
 北改札正面出口より屋外エスカレーターで3分　
● 日比谷線「神谷町」駅下車・4 b出口より徒歩10分　
● 銀座線「溜池山王」駅下車・13番出口より徒歩10分

お得な前売券・
プレミアムチケットの
詳細はこちら
［取扱い］イープラス
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＠SenOkuHakukoKanTokyo　　　　@SenOkuTokyo　　　　@senokuhakukokanmuseum_tokyo

各プログラムの詳細、
お申込みについては
当館ウェブサイトをご覧ください。

1  《寒月》 大正元年（1912） 京都市美術館 【展示期間：6/3～6/18】
2  《駅路之春》 大正2年（1913） 福田美術館【展示期間：通期】
3  《南陽院本堂障壁画》 明治43年（1910） 京都・南陽院 【展示期間：前後期で入れ替えあり】
4  写生帖《海濤集三》 若狭美浜 明治38年（1905）櫻谷文庫 【展示期間：通期（ページ替えあり）】
5  写生帖《芙蓉集一》 富士（部分） 明治41年（1908） 【展示期間：通期（ページ替えあり）】
6  《泊船》 大正4年（1915） 個人蔵 【展示期間：通期】

〒106-0032  東京都港区六本木1 -5-1　
TEL 050-5541-8600（ハローダイヤル）
https://sen-oku.or.jp/tokyo/
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6○休館日・開館時間および展示内容を変更する場合がございます。当館のホームページ、SNS等で最新の情報をご確認ください。

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

2023.3.14


	ohkoku_A4_O_2023.3.1
	okoku_A4_U_2023.3.14_koshin



